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Orisins Space Telescope (OST)は、米国の 2020年の decadal surveyに向けて、community-based Science and
Technology Definition Team (STDT)の枠組みで検討が進められている遠赤外線ミッションである。これまでの
活動において、OSTは 2030年代にフライトを目指す主鏡直径 9.1mの off-axis光学系で構成される 4.5Kの冷却
望遠鏡として定義され、キラーサイエンスの検討とそれを実現する為に必要な観測装置の仕様策定を行ってきた。
OSTに搭載する観測装置として、遠赤外低分散分光装置、遠赤外高分散分光装置、ヘテロダイン分光装置、遠
赤外偏光撮像装置、中間赤外線撮像分光コロナグラフ装置の５つの装置の検討が進められている。我が国からも
OSTの STDT活動に参加し、特に、中間赤外線撮像分光コロナグラフ装置 (Mid-infrared Imager, Spectrometer,
Coronagraph; MISC)の検討をNASA Amesと共にリードしている。MISCは、(1) 波長 6-38µmを撮像及び低／
中／高分散分光でカバーする Imager and Spectrometer Module、(2) 波長 6-38µmをカバーし主星から 0.5秒角
で 10−7以上のコントラストを達成するCoronagraph Module、 (3) 波長 5-20µmをカバーし数時間から数日のス
ケールで 10ppmの安定性を実現するTransit Spectrosocpic Module、の３つのモジュールで構成される。本発表
では、これらのモジュールの仕様策定及び光学概念設計の結果と、今後鍵となる技術開発項目について述べる。


